◆新約聖書における主な登場人物◆
・洗礼者ヨハネ…エリザベトの子。イエスに洗礼をあたえる。
・イエス・キリスト…ベツレヘムに生まれる。メシア(救い主)。マリアの子。
ヨハネとは、はとこ。
・マリア…聖母。イエスの母。ガリラヤの町ナザレで受胎告知をうける。
・ヨセフ…イエスの父。
・１２人の弟子(使徒)…ペトロ、ヤコブ×２、ヨハネ、マタイ、シモン、ユダ×２など。
　　・ペトロ…イエスが捕らえられた際、裏切る
　　・イスカリオテのユダ…イエスを密告。のち自殺。

◆基本事項◆
円光…聖人
十字円光…神(イエス、洗礼者ヨハネなど)
異時同図法…起こった時期の異なるものを同じ図のなかに描く。

◆イエスの弟子◆
マタイ…人＋翼
マルコ…獅子＋翼
ルカ…牛＋翼
ヨハネ…ワシ＋翼


◆幼時伝◆
1 受胎告知(旧約聖書のイザヤ書に予言有)
⇒マリアのもとに天使ガブリエルが現れ、神の子(キリスト)の受胎を告知する。
・マリア…紺色の衣、籐のイス、編み物、読書
・ガブリエル…赤色の衣
・神＆鳩の姿をした精霊
・白いユリや割れてないガラス、閉ざされた庭＝処女懐胎の象徴

2 マリアのエリザベト訪問
⇒マリアが挨拶すると、エリザベトの胎内の子(洗礼者ヨハネ)がおどる。
・抱き合う紺衣の若い女性(マリア)と年配の女性(エリザベト)
・３つの金のボール…聖ニコラウス
・T字の杖、豚…聖アントニウス

3 キリスト生誕
⇒ベツレヘムの飼い葉桶けで生まれる。天使の予告を受けた羊飼いが祝福に訪れる。
・飼い葉桶け
・ウシ＆ロバ
・羊飼い
・神、精霊(鳩)、イエスが一直線上→三位一体を示唆
・ヨセフは処女懐胎への疑念の意を持つ表現がされる。

4 三王(マギ、占星術者)の礼拝
⇒黄金、乳香、没薬を持った３人の王がベツレヘムのイエスのもとを訪れる。
・３人
・導きの星
・付き人や、乗り物としてのラクダ等が描かれることも。
・中世以降、老年＆中年＆若者(黒人)に描き分けられる。

5 イエスの神殿奉献
⇒両親はイエスを主にささげるため、エルサレムへ。
・いけにえのため山鳩２羽
・祭壇
・布にくるまれ、シメオンの腕に抱かれたイエス
　　→イエスの聖性を示す

6 割礼(ドイツ語圏でよく描かれる)
・刃物を持った祭司
・イエスの表情は多様
・心配げな母マリア

7 ベツレヘムの嬰児虐殺＆エジプト逃避
⇒ヘロデ王は神の子が生まれたと聞き、嬰児虐殺を指示。
　お告げをうけたヨセフは虐殺がはじまる前にエジプトへ妻子をつれて逃避
・ヘロデ王
・嬰児の死体
・悲しむ母親たち
・母親から子を取り上げる兵士たち
・逃避＝イエスを抱き、ロバに(またがらず)のったマリア
・荒地
・南方を示す白い木が進行方向に描かれる

8 神殿での律法学者との論議(１２歳のイエス)
⇒エルサレムでイエスは律法学者に囲まれて話をする
・in建物
・書物を持った律法学者とイエス
・探しに来たマリアとヨセフ


◆公生涯◆
1 洗礼
⇒ヨルダン川にいたヨハネのもとで洗礼を受ける
・全裸or上裸で腰まで川につかっているイエス
・赤い粗末な皮布をきた髭の男＝ヨハネ
・イエスに水をかけるヨハネ
・衣をたずさえそばで待つ人々
・壺を持った老人＝川の神(ローマの慣習)
・天からの精霊(鳩の姿だったり)、神
・３人で手を握る天使＝調和の印

2 ヨハネの死＆弟子の召命
⇒イエスが活動し始めた頃、ヘロデ王はヨハネを捕らえ、殺害。
　(褒美として少女にあげる←)
・皿(盆)にのったヨハネの首
・老漁師のペテロとアンドレ兄弟
・先に声をかけているのがアンドレ


3 奇跡
a. カナの婚礼
⇒カナでの婚礼時に、ぶどう酒がなくなったところ、イエスが水をぶどう酒にした。
・６つの壺!!
・宴会
・飲んでいる給仕長
・新郎・新婦(女がいる!)

b.5000人の供食
⇒イエスのもとに集まった5000人の群衆に食べ物を分け与える
・５つのパン＆２匹の魚

c.ラザロの蘇生
⇒マグダラのマリアの兄弟ラザロの死体を生き返らせる。
・２人の女性(マグダラのマリア＆その姉妹マルタ)
・ミイラ状のラザロ
・鼻を覆う人々(死臭を表現、奇跡を強調)
・ひざまずいた女性
・イエスの祝福のサイン(ピースくっつけたやつ)

d.悪魔つきを癒す
・狂人の口から悪魔
・患者に触れるor杖でつつく(杖は魔術的イメージを強調)

4 イエスの変容
⇒ペトロ、ヨハネ、ヤコブをつれて祈るため山に登ったイエス。
　そこでイエスの服が突然白く光り、モーセ＆エリヤが登場。３人で喋りはじめる。
・モーセ＝with杖、十戒の石板
・ペテロ＝老人、ヨハネ＝若者、ヤコブ＝もうひとり←
・腰を抜かし、金縛りにあっている弟子たち

.
